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概 要 

平成 21 年 4 月 1 日、ハンセン病研究センターにおいて

は歴史的な変革が行われた。従来の 2 研究部（病原微生

物部と生体防御部）8 室体制から、抗酸菌研究の横断的

画一的研究の強化を図るとともに、結核の基礎研究の強

化を目的として 1 部 8 室体制とし、部名を感染制御部

（Department of Mycobacteriology)とした。8 室の内、第 1

～3 室はらい菌に軸足を置き、第 4～6 室は結核菌を中心

とした研究を行うこととし、さらに第 7 室・8 室は社会

的側面の研究及び行政対応にも対処し得るハンセン病研

究を行うこととした。また、病原性抗酸菌に対するワク

チン開発並びに薬剤耐性菌に関する研究は、菌種の壁を

越え、共通の重要研究課題との認識を持って、各研究員

が情報交換を密にして部をあげての協力体制の下研究を

推進させることとした。また、6 月には昨年度完成した

第二研究棟の稼働整備が整い、所長許可の下 in vitro の研

究が先行して実験が開始された。さらに、11 月にはカニ

クイザルが導入され、動物実験も開始された。 

ほぼ全ての研究において、昨年度の研究が継続された。

その中で、ハンセン病に対する免疫療法の開発研究とワ

クチンの開発研究において大きな進展があった。免疫療

法の研究では、前田主任研究官を中心とした研究グルー

プにより、らい菌のリポタンパク LpK の一部リポペプチ

ド（LipoK）が、細胞内感染を果たしたらい菌の細胞内

殺戮を誘導する上で極めて有用な役割を果たすことを明

らかにした。LipoK は CD8 陽性キラーT 細胞のみならず

CD4 陽性キラーT 細胞を分化誘導し、パーフォリン・グ

ランザイム Bに加え、グラニュライシンの産生を誘導し、

これらが作用することによって、らい菌を殺戮すること

が可能であることを証明した。ワクチン開発の研究では、

改良型 BCG の作製が予定通り行われ、BCG の持つ固有

の欠点、すなわちファゴゾームとライソゾームの融合を

阻止することを凌駕する方策開発に進展が見られた。こ

れまでその方策として、BCG 感染ファゴゾームの酸性化

を促進する方策と、ファゴゾーム内で抗原性分子を分泌

させることにより抗原提示細胞と T 細胞の両者を活性化

する方策を検討してきたが、両者を組み合わせると、そ

れぞれが相乗的に作用して強い T 細胞活性化能を有する

BCG を産生することが可能であることを見い出した。さ

らに、改良型 BCG の作製においては、抗原性分子を BCG

に組み込む手法の確立が必須であるが、従来用いられて

きたプラスミド型での導入では、挿入した遺伝子が年月

とともに脱落する可能性が強い。そこで、BCG の染色体

に抗原性分子を導入する方策が向井室長を中心に検討さ

れ、十分量の抗原が発現するプロモーターの開発に成功

した。抗酸菌ワクチンのみならず、種々の細胞内寄生性

菌に対するワクチン開発への応用が可能であり、実用化

が期待される。 

結核の研究もワクチン開発のための基礎研究が中心に

行われた。結核ワクチンの開発にあっては、抜本的対策

が必要である。これまで積み上げてきたタイプ 1 T 細胞

の活性化を誘導する分子機構を最大限に応用して、エピ

トープによる抗原刺激により、T 細胞レセプターに直結

して活性化される転写因子の同定に田村室長のグループ

が成功した。本因子を活性化する能力を持つワクチンの

開発が今後の課題となる。 

また、ハンセン病に関する行政検査及び依頼検査とし

ての希少抗酸菌の同定が従来通り行われた。 

最後に人事であるが4月1日付で第7室長に森 修一、

8 月 1 日付で第 5 室研究員に塚本裕美子、9 月 1 日付で第

6 室長に星野仁彦が採用された。また、平成 21 年 3 月 31

日に定年退官した松岡正典室長と儀同政一室長が 4 月 1

日付で再任用職員として採用された。 

 

業 績  

調査・研究  

Ⅰ．抗酸菌の病原性因子と病変発症機構に関する研究 

1. 抗酸菌糖脂質 Glycopeptidolipid (GPL) に含まれる 

D-Rhamnose の生合成解析 

 Rhamnose は細菌構成成分に広く含まれる糖鎖である
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が、その多くは L-rhamnose である。一方、20 型血清型

GPL には、稀有な存在である D-rhamnose が含まれる。そ

こで、未だ機能や生合成で不明な点が多い D-rhamnose

注目し、20 型 GPL から取得した生合成遺伝子の発現解析

を行った。その結果、糖鎖に結合した状態の D-mannose

に作用し D-rhamnose を産生する特徴を持つ変換酵素遺

伝子の存在を同定した。 

[宮本友司、向井 徹、前田百美、中 崇 (MBR 社)・矢

野郁也 (日本 BCG 製造)、牧野正彦] 

 

2.シュワン細胞を用いた神経障害機構の解明 

 らい菌のシュワン細胞への感染がヒト末梢神経障害の

誘導に深く関与しているが、その障害機構は未だに不明

である。これまでにカニクイサル由来シュワン細胞株を

樹立し、サイトカイン産生能を検討してきた。らい菌感

染後、シュワン細胞表面に MHC クラス I 抗原の発現が見

られたことから、菌の局在を調べた結果、約半数の菌は

リソゾームに局在していることが明らかとなった。精製

したらい菌は半分近く死菌が混在するためだと考えられ

る。 

[前田百美、遠藤真澄、牧野正彦] 

 

3．ミコール酸合成系に関する研究 

 らい菌の糖脂質である TMM 及び TDM が持つミコール酸

サブクラスが、他の抗酸菌と比べ特徴的であることから

その解析を行う目的で、人工培養できないらい菌に代わ

り、BCG 菌を用いてミコール酸合成系の解析を行ってい

る。これまでにミコール酸合成系のうちmma4A及びmma2A

遺伝子の破壊株を BCG 菌コンノート株で作成し構成され

るミコール酸を調べたところ mma4A 破壊株がらい菌のミ

コール酸と類似していることがわかった。これら変異株

よりミコール酸を主要構成成分とする TMM 及び TDM を抽

出し質量分析したところらい菌のそれと類似しているこ

とがわかった。そこで、それらを利用しハンセン病の血

清診断抗原としての可能性を探った結果、ハンセ病患者

血清は反応するが、特異性ではまだ不十分であり、今後

さらに検討が必要であることがわかった。 

［甲斐雅規、宮本友司、向井 徹、牧野正彦］ 

 

4. クロファジミンにより誘導されるマクロファージの

細胞死と小胞体ストレスタンパクの動態 

 ハンセン病の化学療法に用いられるクロファジミンに

はらい菌に対する抗菌作用に加え、らい反応などを抑制

するなど抗炎症作用が報告されている。この機序につい

ては不明な点が多い。ヒトやマウスマクロファージをク

ロファジミン存在下にて培養すると、小胞体ストレス関

連タンパクの発現や caspase 活性化を伴った細胞死が誘

導されることを見出した。共焦点レーザー顕微鏡による

観察では、小胞体タンパクへのクロファジミンの沈着や、

核内に切断されて不活性化したDNA修復酵素PARPもみら

れた。核内にはクロファジミンの沈着はみられなかった

[福富康夫、前田百美、牧野正彦] 

 

5. らい菌感染マクロファージの脂質蓄積機構に関する

研究 

 らい菌が感染したマクロファージのファゴゾーム内で、

菌は大量の脂質とともに存在することから、この脂質が

菌の増殖に重要であると考えられる。近年、細胞内脂質

蓄積の分子機構として ADRP が重要な役割を果たすこと

が明らかになるとともに、脂質の分解に重要な酵素 HSL

の存在も明らかになってきた。そこで、らい菌感染マク

ロファージにおける ADRP, HSL の役割について検討を

行い、感染後前者の発現が亢進、後者が抑制される事を

示した。      

[鈴木幸一、石井則久] 

 

II. 生体防御機構とワクチン開発に関する研究 

1．らい菌感染モデルサルの樹立 

 ハンセン病の発症機構の解明およびワクチン開発にお

ける効果判定・安全性確認のため、サルのモデル系が必

要になる。幼若および新生仔カニクイザルにらい菌を接

種し、その経過解析を進めている。その結果、接種後 58，

59カ月に 1頭の鼻腔洗浄液よりらい菌 PCR陽性が認めら

れた。接種から、菌の排泄まで５年と長い経過を経て、

感染成立を示す結果であった。 

[向井 徹、松岡正典、片貝裕子（予防衛生協会）、牧野

正彦] 

 

2．効率的な抗原提示を行う BCG の開発 

 M.bovis BCG を宿主としたハンセン病ワクチン開発の

ため、Urease C 遺伝子破壊 BCG 株を作製してきた。さら

に、らい菌蛋白を BCG で高度に発現させるため、抗酸菌

ファージゲノムより promoter のスクリーニングを行っ

た。その結果、M. smegmatis および BCG を宿主とし、既

存の hsp60 プロモーターより強い活性をもつ領域を同定

した。本領域は、これまで plasmid 型による蛋白発現量

を integrate 型でも十分量補え、ワクチン開発に有用と

考えられた。 

[向井 徹、福富康夫、宮本友司、前田百美、牧野正彦] 
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3.らい菌由来リポ蛋白 LpK の免疫学的な解析 

らい菌由来 LpK の合成リポペプチド LipoK は、樹状細胞

を成熟化し、らい菌抗原を T 細胞に提示することによっ

て免疫応答を引き起こすことを明らかにしてきた。感染

した細胞を破壊するため、CTL 細胞の果たす役割が大き

い事が知られている。LipoK 存在下でらい菌感染樹状細

胞は CD8 及び CD4 陽性 T 細胞を刺激しパーフォリン、グ

ランザイム B を産生した。さらに、らい菌または LipoK

で刺激した樹状細胞を用いて、T 細胞からの granulysin

産生能を調べた結果、らい菌のみでは granulysin 産生

CD8 陽性細胞はほとんど（1.67％）見られないが、らい

菌存在下で LipoK をパルスした樹状細胞は CD8 陽性 T 細

胞を刺激し、有意に granulysin を産生した(18.9%)。 

Granulysin は直接菌を殺す事が知られている、従って、

LipoK はハンセン病予防に重要な分子である可能性が示

唆された。 

 [前田百美、田村敏生、福富康夫、牧野正彦] 

 

4．結核菌ワクチン開発の基礎研究のための組換え BCG

作製 

 これまでの研究から、抗原性が高い major membrain 

protein Ⅱ (MMPⅡ)と HSP70 との融合蛋白質を発現させ

た BCG 株を作製し、従来の BCG よりも強い免疫応答を誘

導できることを見出してきた。そこで、結核菌に存在す

るが BCG に存在しない抗原として知られる ESAT6 分子を

HSP70、MMPⅡと融合させて発現させた BCG 株を新たに樹

立した。この BCG 株を感染させた場合の宿主の免疫応答

についての解析を開始した。 

[塚本裕美子、牧野正彦] 

 

5.ヒトマクロファージ、樹状細胞を用いた組換え BCG の

細胞内局在の解析 

 これまでの研究から、尿素分解酵素を欠損させた BCG

（BCG-△UT 株）は従来の BCG と比較して強い免疫応答を

誘導できることを見出してきた。従来の BCG 株は感染マ

クロファージ内ではライソソーム中に取り込まれないこ

とが知られているが、BCG-△UT 株はライソソーム中に取

り込まれることが予想される。そこでヒト由来マクロフ

ァージを用いて BCG-△UT 株の細胞内局在について解析

し、ライソソーム中に取り込まれていることを確認した。

ヒト由来樹状細胞では従来の BCG 株でもライソソーム中

に取り込まれるものが多く、BCG-△UT 株との差は見られ

なかった。 

[塚本裕美子、牧野正彦] 

 

6．結核菌分泌蛋白による Th1 分化誘導機序の解析- 

結核菌分泌蛋白由来のペプチド(Peptide-25)は、Th1 分

化の主要調節因子である T-bet に加え、TATA box binding 

protein associated factor の一種の発現を誘導するこ

とで ifn-γ遺伝子座のクロマチンリモデリングを誘導

し、IL-12 などの Th1 分化誘導サイトカインや副刺激分

子相互作用非依存的に Th1 分化を誘導していることを明

らかにした。 

[田村敏生、下袴田陽子、高津聖志(富山県薬事研究所)、

牧野正彦] 

 

7．Th1 細胞依存的機能的細胞傷害性 T 細胞の分化誘導機

序の解析 

ナイーブCD8+ T細胞からグランザイムBの発現を伴う機

能的な細胞傷害性 T 細胞への分化には Th1 細胞への分化

を誘導するような環境下でCD4+ T細胞と相互作用した樹

状細胞の活性化が重要であること、この活性化には IFN-

γ、IL-12、CD40-CD40 リガンド相互作用といった Th1 分

化を誘導・制御する因子以外の CD4+ T 細胞が分泌する新

たな液性因子によって制御されていることを明らかにし

た。 

[田村敏生、下袴田陽子、高津聖志(富山県薬事研究所)、

牧野正彦] 

 

III. 病原性抗酸菌症の診断および治療に関する研究 

1.ハンセン病の新しい血清診断の開発 

これまでに血清診断用の抗原として、Major Membrane 

Protein-II（MMP-II）の有用性を検討してきた。ハンセ

ン病流行地である、インドネシア（南スラウェシ島）の患

者血清中の抗 MMP-II 抗体値を測定した結果、抗 MMP-II

抗体の陽性率は高く、血清診断に有用であることが示唆

された。つぎに、日本の療養所入所者の血液を調べた。

多菌型では 75.8％、少菌型では 47％の陽性率であり、抗

PGL-I 抗体の陽性率より高かった。多菌型ハンセン病患

者では皮膚病変が広範囲であった症例で、抗 MMP-II 抗体

価がより高値を示した。 

 [前田百美、鮫島朝之（国立療養所星塚敬愛園）、甲斐雅

規、Mohammed Hatta (Hasanuddin University)、牧野正

彦] 

 

2．クロファジミンの細胞親和性に関わる分子 

 クロファジミンには細胞親和性があり、継続服用によ

り組織沈着が起こる。aurintricarboxylic acid (ATA)

によりクロファジミン誘導アポトーシスが抑制されたが、

FACS による解析からクロファジミンの細胞への沈着が
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ATA により阻害されていることが判明した。分光光度計

による吸収スペクトルの解析結果から ATA とクロファジ

ミンは会合している可能性が示唆され、クロファジミン

のフェナジン構造の窒素原子との間で水素結合が起こっ

た結果、細胞への沈着が阻害された可能性が考えられた。

すなわち、クロファジミンの分子中、フェナジン構造の

窒素原子部分が細胞親和性に大きく関わっている可能性

が示唆された。 

[福富康夫、前田百美、牧野正彦] 

 

3.ヒトとマウスマクロファージ内におけるらい菌に対す

る殺菌機構の違い 

 ハンセン病において、LL 型ではらい菌がマクロファー

ジ内で増殖しているが、TT 型ではらい菌が病変部分に検

出されることは稀である。TT 型ではマクロファージが活

性化して殺菌作用が増強しているといわれているが、ヒ

トマクロファージの殺菌機構について詳細は不明である。

マウスマクロファージや M-CSF 誘導ヒト単球由来マクロ

ファージ（M-マクロファージ）を IFNγ存在下で培養す

ると抗らい菌活性（らい菌の代謝活性減少）が誘導され

たが、IFNγ刺激マウスマクロファージにみられるような、

誘導型酸化窒素合成酵素(iNOS)の発現はなく、殺菌に酸

化窒素の関わりは少ないと考えられる。 

[福富康夫、前田百美、松岡正典、牧野正彦] 

 

4．ヒトマクロファージにおける抗らい菌作用発現の仕組

み 

 IFNγ刺激マクロファージではウエスタンブロット法

によりNADPHオキシダーゼを構成するphoxタンパクの発

現が著明に増強していることが判明した。また、共焦点

レーザー顕微鏡による観察により、IFNγ刺激したマクロ

ファージ細胞質における phox タンパクの蓄積や、貪食さ

れたらい菌周囲への phox タンパクの集積が観察された。

よって、スーパーオキサイド産生酵素である NADPH オキ

シダーゼの発現がらい菌に対する殺菌作用を増強してい

る可能性が示唆された。 

[福富康夫、前田百美、松岡正典、牧野正彦] 

 

5．病原性抗酸菌の分離･同定に関する研究 

 培養や同定が困難な病原性抗酸菌について、1. 培養条

件の検討、2. 菌の生化学的性状、3.各種遺伝子の配列解

析、による分離・同定を試みた。これまでに、報告例の

ない皮膚疾患由来および肺疾患由来の新種抗酸菌の分

離・同定に成功した。また、DDH 法による同定で M. xenopi

症とされる中に M. heckeshornense 症例が高い確率であ

ること、あるいは M. abscessus とされている症例の 1/3

は M. massiliense 症であることを明らかにした。 

［中永和枝、星野仁彦、牧野正彦、石井則久、岩本朋忠(神

戸市環境保健研究所)、吉田志緒美（NHO 近畿中央胸部疾

患センター）齋藤肇(広島県環境保健協会)］ 

 

IV.薬剤耐性らい菌に関する研究 

1.抗酸菌のフルオロキノロンの耐性変異に関する研究 

 オフロキサシンなどのフルオロキノロン系薬剤に対す

る抗酸菌の耐性は gyrA 遺伝子の変異によって起こるが、

様々な変異の影響を検証するため、迅速発育抗酸菌

Mycobacterium smegmatis の gyrA 遺伝子を、らい菌、ま

たは結核菌 gyrA 遺伝子で置き換えたモデル抗酸菌株の

作製を試みた。らい菌 gyrA 遺伝子ではインテイン部を除

去しても置き換えに成功しなかったが、結核菌 gyrA 遺伝

子ではモデル菌を得られたため、これに点変異を加えて

gyrA 変異とフルオロキノロン耐性の関係について詳細

に検討している。 

[中田登、甲斐雅規、牧野正彦] 

 

2.抗酸菌のリファンピシン耐性変異に関する研究 

 化学療法剤リファンピシンに対するらい菌、結核菌の耐

性は rpoB 遺伝子の変異によって起こり、様々な変異が報

告されている。そこで、rpoB 遺伝子の様々な変異がリフ

ァンピシン感受性に与える影響を詳細に検証するため、

迅速発育抗酸菌Mycobacterium smegmatisの rpoB遺伝子

をらい菌 rpoB、または結核菌 rpoB 遺伝子で置き換えた

モデル抗酸菌株を作製した。これを用いて、16 ヶ所のコ

ドン・30 種の変異について試験した結果、8 ヶ所のコド

ン・17 種の変異で耐性化したが、他の変異では耐性化し

ないことが示された。 

[中田登、甲斐雅規、牧野正彦] 

 

3．らい菌量と抗菌薬の濃度による抗らい菌活性の相関に

関する研究 

 ハンセン病の治療に用いられている抗菌薬 DDS, B663, 

RFP, SPFX, CAM, MINO の投与量が適正かどうか、らい菌

量と抗らい菌薬の濃度との相関を Buddemeyer 法を用い

て調べた結果、 RFP, SPFX, MINO は、少菌型・多菌型と

も標準的治療法で、DDS, B663, CAM は、少菌型では標準

的治療法で、多菌型では標準的治療法より投与量を増や

すことで有効血中濃度を維持し、抗らい菌活性を強め、

耐性菌対策になると考えられた。 

[儀同政一、牧野正彦] 
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4. らい菌 の薬剤耐性菌と感受性菌の混合感染に関する

研究 

 ハンセン病治療薬、ダプソンの耐性がらい菌の葉酸合

成酵素遺伝子の変異と関連することが知られており、耐

性菌検出の指標となっている。しかし臨床分離株でしば

しば塩基配列決定が困難な例や陰性だが、臨床上耐性が

疑われる例があり、他の耐性機構の存在あるいは耐性菌

と感受性菌の混在が疑われた。これまで、保存臨床検体

ＤＮＡから変異領域をＰＣＲ増幅しダイレクトシークエ

ンス及びクローニングしてシークエンスしたところ、耐

性菌と感受性菌が混在していると考えられる検体を発見

してきた。現在さらに治療経過と耐性菌出現との関連性

等に着目して臨床材料の調査を行っている。 

［甲斐雅規、松原久美子、牧野正彦］ 

 

V.らい菌の遺伝情報に関する研究 

１．らい菌ゲノムの次世代シークエンス解析 

 当センターで維持、管理、使用されているらい菌株３

株の次世代ゲノムシークエンスを行い、全ゲノムシーク

エンスが解明されているらい菌 TN 株、Br4923 株を含め

た相互比較を行なった。特に増殖能の異なるらい菌株か

ら、これまで知られていないらい菌の増殖に関与する遺

伝子もしくは遺伝子群の検索を行っている。SNPs 解析か

ら増殖能の低いらい菌に特有のアミノ酸変異を持つ遺伝

子約 30 を同定したので、各遺伝子のアミノ酸変異による

増殖能に与える影響を調査している。また、これまで同

定してきた SNPs 情報および今回得られたものより、らい

菌の疫学調査に有用な SNPs パターンの検討を行ってい

る。 

［甲斐雅規、宮本友司、中田 登、松岡正典、牧野正彦］ 

 

2. DNA マイクロアレイによるらい菌遺伝子発現の網羅

的解析 

 らい菌の全遺伝子を対象とした DNA マイクロアレイ

を行い、遺伝子発現レベルを明らかにした。それらの遺

伝子発現を機能ごとに分類を行いらい菌遺伝子の特徴を

初めて明らかにするとともに、連続して発現する遺伝子

から新規オペロンと考えられる領域を複数同定した。 

           [鈴木幸一、赤間剛、石井則久] 

 

Ⅵ. ブルーリ潰瘍および近似疾患に関する研究 

１．Mycobacterium ulcerans 感染症に関する研究 

 Mycobacterium ulcerans によるブルーリ潰瘍は難治

性の皮膚疾患である。これまでに、ブルーリ潰瘍に有効

な治療薬・ワクチン等の開発を目的として、マウス実験

感染モデル系を確立し Rifalazil の有効性を明らかにす

るとともに末梢神経傷害と毒性脂質マイコラクトンの関

係を明らかにした。また日本におけるブルーリ潰瘍（“M. 

ulcerans subsp. shinshuense”感染症）14 症例を収集

し、M. ulcerans との違いを検討中である。 

［中永和枝、星野仁彦、牧野正彦、石井則久、後藤正道

（鹿児島大）、岩本朋忠(神戸市環境保健研究所)、齋藤肇

(広島県環境保健協会)］ 

 

Ⅶ. ハンセン病回復者と家族への偏見・差別の是正に関

する社会研究 

１．ハンセン病回復者と家族の社会課題と共生政策に関

する国際研究 

 ミャンマーの Mandalay 管区、東 Shan 州、西 Shan 州、

Mon 州、Magwe 管区, Siggaing 管区のハンセン病患者村

（コロニー）と一般社会（コミュニティー）のハンセン

病患者・回復者（PAL: Person Affected by Leprosy）と

家族の直面する社会課題を調査し、その対策としての有

効事例を研究するなどして、PAL と家族への偏見・差別

とスティグマの成立要因を分析し、それらを是正するプ

ログラムなど研究した。その結果、回復者・患者への偏

見・差別の是正には、彼らの経済的自立、教育水準の向

上、アイデンデティーの確立が必要と考えられ、早期発

見・早期治療、障害予防のための医療制度の改革、経済

的自立のためのmicrocredit loanや効果的な職業訓練の

導入、教育水準を高めるためのファンドの設立と PAL や

その子弟から教師を育成するなどが効果的であることが

明らかとなった。 

[森 修一、石井則久] 

 

Ⅷ．ハンセン病の疫学に関する研究 

１．日本のハンセン病の疫学の歴史的研究 

 日本における日本人のハンセン病患者数は、過去 1 世

紀以上にわたって減少を続けており、近年は年間数人程

度にとどまっている。また、沖縄を中心として、南日本

に新患者発生が集中している、新患者が高齢化傾向にあ

る。このようなハンセン病の終焉期疫学的傾向が日本固

有のものなのか、それとも類字の疫学的状況にある他国

にも共通の要素があるのかを明らかにするために、過去

の文献や全国のサーベランスの結果をもとに、1964 年か

ら 2008 年の 45 年間における日本の患者の地理的分布、

診断時年齢、性別、病型、家族歴などについて動向を分

析した。その結果、日本人ハンセン病新規患者において

も、近年、罹患時年齢の上昇、男女比の増加傾向がみら

れた。また、ハンセン病の流行の制圧は、北部ほどより
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らい菌感染ヌードマウス足蹠の分与 早期に開始し、成功も早かった。これらは、ヨーロッパ

等世界の他地域においても、ハンセン病の流行の終焉期

に共通して見られる減少であった。  

（平成 21 年 4 月より平成 22 年 3 月） 

Ｎｏ． 年月日 マウス匹数

１） 4.1 前田 ハンセン研 1

２） 4.1 甲斐 ハンセン研 1

３） 4.28 前田 ハンセン研 1

４） 5.22 前田 ハンセン研 1

５） 5.27 甲斐 ハンセン研 5

６） 6.2 松岡 ハンセン研 12

７） 6.3 前田 ハンセン研 1

８） 6.1 松岡 ハンセン研 4

９） 6.1 甲斐 ハンセン研 6

１０） 6.18 前田 ハンセン研 1

１１） 6.23 天児 九州大 1

１２） 7.15 儀同 ハンセン研 4

１３） 7.17 前田 ハンセン研 1

１３） 8.5 前田 ハンセン研 1

１４） 8.18 松岡 ハンセン研 1

１５） 8.26 甲斐 ハンセン研 13

１６） 8.27 甲斐 ハンセン研 18

１７） 9.3 前田 ハンセン研 1

１８） 9.1 甲斐 ハンセン研 4

１９） 9.16 （松岡） WHO 2

２０） 10.9 前田 ハンセン研 1

２１） 11.9 向井 ハンセン研 5

２２） 12.3 向井 ハンセン研 3

２３） 12.4 前田 ハンセン研 1

２４） 12.15 増澤 北里大 2

２５） 2010.1.6 Dr Cambau

(松岡)

フランス国

立抗酸菌リ

ファレンス

センター

8

２６） 1.7 前田 ハンセン研 1

２７） 1.26 前田 ハンセン研 1

２８） 1.28 甲斐 ハンセン研 1

２９） 2.1 向井 ハンセン研 5

３０） 2.1 前田 ハンセン研 1

３１） 2.17 天児 九州大 1

３２） 2.19 前田 ハンセン研 1

３３） 2.22 向井 ハンセン研 5

３４） 3.5 前田 ハンセン研 1

３５） 3.1 前田 ハンセン研 1

３６） 3.23 向井 ハンセン研 5

分与先

 

[木庭 愛（厚生労働省大臣官房統計情報部人口動態・保

健統計課）、森 修一、石井則久] 

 

    

国際協力関係業務 

Ⅰ．ハンセン病の早期診断法と薬剤耐性らい菌に関する

研究及び WHO の薬剤耐性監視事業への協力 

これまで主にベトナム国とミャンマー国においてハン

セン病の早期診断法に関する共同研究を実施し、PGL-I
及びMMP-IIなどのらい菌抗原を利用した血清診断法の

確立とその有効性を証明してきた。今年度はさらに免疫

学的な診断法のハンセン病診断への応用を可能にするた

めの実験室準備と現地担当者の教育を行った。さらに

WHO より依頼を受けた薬剤耐性サーベイへの協力（ベ

トナム国、ミャンマー国で得られた試料を用い、薬剤耐

性遺伝子変異の確認）を行い、結果をフランス国パリで

行われた WHO によるワークショップに参加し報告した。

［甲斐雅規、福富康夫、向井 徹、前田百美、宮本友司、

松 岡 正 典 、 Nguyen Phuc Nhu Ha(Quyhoa hospital, 

Vietnam), Nguyen Thangh Tan(Quyhoa hospital, 

Vietnam), 牧野正彦］ 

 

Ⅱ. WHO による薬剤監視事業への協力 

  WHO による薬剤監視事業において耐性獲得に関与す

る変異検出遺伝子検索を担当する国内外の計 11 ヶ所の

reference center における技術の統一を図った。４菌株

についてそれぞれ2濃度のサンプルと、Negative control

を配布した。 ２施設を除いて PCR による遺伝子増幅の効

率が低く、その改善が急務であった。また、1 施設にお

いては Negative control に非特異的 PCR 陽性が示され、

技術の改善が望まれた。FTA® elute card はらい菌遺伝

子の保存とその後の遺伝子解析に有用であった。 
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らい菌の供給 
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